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    第一章


    
      1パウロとシルワノとテモテから、わたしたちの父ちちなる神かみと主しゅイエス・キリストとにあるテサロニケ人びとたちの教会きょうかいへ。
    


    
      2父ちちなる神かみと主しゅイエス・キリストから、恵めぐみと平安へいあんとが、あなたがたにあるように。
    


    
      3兄弟きょうだいたちよ。わたしたちは、いつもあなたがたのことを神かみに感謝かんしゃせずにはおられない。またそうするのが当然とうぜんである。それは、あなたがたの信仰しんこうが大おおいに成長せいちょうし、あなたがたひとりびとりの愛あいが、お互たがいの間あいだに増まし加くわわっているからである。 4そのために、わたしたち自身じしんは、あなたがたがいま受うけているあらゆる迫害はくがいと患難かんなんとのただ中なかで示しめしている忍耐にんたいと信仰しんこうとにつき、神かみの諸しょ教会きょうかいに対たいしてあなたがたを誇ほこりとしている。 5これは、あなたがたを、神かみの国くににふさわしい者ものにしようとする神かみのさばきが正ただしいことを、証拠しょうこだてるものである。その神かみの国くにのために、あなたがたも苦くるしんでいるのである。 6すなわち、あなたがたを悩なやます者ものには患難かんなんをもって報むくい、悩なやまされているあなたがたには、わたしたちと共ともに、休息きゅうそくをもって報むくいて下くださるのが、神かみにとって正ただしいことだからである。 7それは、主しゅイエスが炎ほのおの中なかで力ちからある天使てんしたちを率ひきいて天てんから現あらわれる時ときに実現じつげんする。 8その時とき、主しゅは神かみを認みとめない者ものたちや、わたしたちの主しゅイエスの福音ふくいんに聞きき従したがわない者ものたちに報復ほうふくし、 9そして、彼かれらは主しゅのみ顔かおとその力ちからの栄光えいこうから退しりぞけられて、永遠えいえんの滅ほろびに至いたる刑罰けいばつを受うけるであろう。 10その日ひに、イエスは下くだってこられ、聖徒せいとたちの中なかであがめられ、すべて信しんじる者ものたちの間あいだで驚嘆きょうたんされるであろう——わたしたちのこのあかしは、あなたがたによって信しんじられているのである。 11このためにまた、わたしたちは、わたしたちの神かみがあなたがたを召めしにかなう者ものとなし、善ぜんに対たいするあらゆる願ねがいと信仰しんこうの働はたらきとを力強ちからづよく満みたして下くださるようにと、あなたがたのために絶たえず祈いのっている。 12それは、わたしたちの神かみと主しゅイエス・キリストとの恵めぐみによって、わたしたちの主しゅイエスの御名みながあなたがたの間あいだであがめられ、あなたがたも主しゅにあって栄光えいこうを受うけるためである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1さて兄弟きょうだいたちよ。わたしたちの主しゅイエス・キリストの来臨らいりんと、わたしたちがみもとに集あつめられることとについて、あなたがたにお願ねがいすることがある。 2霊れいにより、あるいは言葉ことばにより、あるいはわたしたちから出でたという手紙てがみによって、主しゅの日ひはすでにきたとふれまわる者ものがあっても、すぐさま心こころを動うごかされたり、あわてたりしてはいけない。 3だれがどんな事ことをしても、それにだまされてはならない。まず背教はいきょうのことが起おこり、不法ふほうの者もの、すなわち、滅ほろびの子こが現あらわれるにちがいない。 4彼かれは、すべて神かみと呼よばれたり拝おがまれたりするものに反抗はんこうして立たち上あがり、自みずから神かみの宮みやに座ざして、自分じぶんは神かみだと宣言せんげんする。 5わたしがまだあなたがたの所ところにいた時とき、これらの事ことをくり返かえして言いったのを思おもい出ださないのか。 6そして、あなたがたが知しっているとおり、彼かれが自分じぶんに定さだめられた時ときになってから現あらわれるように、いま彼かれを阻止そししているものがある。 7不法ふほうの秘密ひみつの力ちからが、すでに働はたらいているのである。ただそれは、いま阻止そししている者ものが取とり除のぞかれる時ときまでのことである。 8その時ときになると、不法ふほうの者ものが現あらわれる。この者ものを、主しゅイエスは口くちの息いきをもって殺ころし、来臨らいりんの輝かがやきによって滅ほろぼすであろう。 9不法ふほうの者ものが来くるのは、サタンの働はたらきによるのであって、あらゆる偽いつわりの力ちからと、しるしと、不思議ふしぎと、 10また、あらゆる不義ふぎの惑まどわしとを、滅ほろぶべき者ものどもに対たいして行おこなうためである。彼かれらが滅ほろびるのは、自分じぶんらの救すくいとなるべき真理しんりに対たいする愛あいを受うけいれなかった報むくいである。 11そこで神かみは、彼かれらが偽いつわりを信しんじるように、迷まよわす力ちからを送おくり、 12こうして、真理しんりを信しんじないで不義ふぎを喜よろこんでいたすべての人ひとを、さばくのである。
    


    
      13しかし、主しゅに愛あいされている兄弟きょうだいたちよ。わたしたちはいつもあなたがたのことを、神かみに感謝かんしゃせずにはおられない。それは、神かみがあなたがたを初はじめから選えらんで、御霊みたまによるきよめと、真理しんりに対たいする信仰しんこうとによって、救すくいを得えさせようとし、 14そのために、わたしたちの福音ふくいんによりあなたがたを召めして、わたしたちの主しゅイエス・キリストの栄光えいこうにあずからせて下くださるからである。 15そこで、兄弟きょうだいたちよ。堅かたく立たって、わたしたちの言葉ことばや手紙てがみで教おしえられた言伝いいつたえを、しっかりと守まもり続つづけなさい。
    


    
      16どうか、わたしたちの主しゅイエス・キリストご自身じしんと、わたしたちを愛あいし、恵めぐみをもって永遠えいえんの慰なぐさめと確たしかな望のぞみとを賜たまわるわたしたちの父ちちなる神かみとが、 17あなたがたの心こころを励はげまし、あなたがたを強つよめて、すべての良よいわざを行おこない、正ただしい言葉ことばを語かたる者ものとして下くださるように。
    

  


  


  
    第三章


    
      1最後さいごに、兄弟きょうだいたちよ。わたしたちのために祈いのってほしい。どうか主しゅの言葉ことばが、あなたがたの所ところと同おなじように、ここでも早はやく広ひろまり、また、あがめられるように。 2また、どうか、わたしたちが不都合ふつごうな悪人あくにんから救すくわれるように。事実じじつ、すべての人ひとが信仰しんこうを持もっているわけではない。 3しかし、主しゅは真実しんじつなかたであるから、あなたがたを強つよめ、悪あしき者ものから守まもって下くださるであろう。 4わたしたちが命めいじる事ことを、あなたがたは現げんに実行じっこうしており、また、実行じっこうするであろうと、わたしたちは、主しゅにあって確信かくしんしている。 5どうか、主しゅがあなたがたの心こころを導みちびいて、神かみの愛あいとキリストの忍耐にんたいとを持もたせて下くださるように。
    


    
      6兄弟きょうだいたちよ。主しゅイエス・キリストの名なによってあなたがたに命めいじる。怠惰たいだな生活せいかつをして、わたしたちから受うけた言伝いいつたえに従したがわないすべての兄弟きょうだいたちから、遠とおざかりなさい。 7わたしたちに、どうならうべきであるかは、あなたがた自身じしんが知しっているはずである。あなたがたの所ところにいた時ときには、わたしたちは怠惰たいだな生活せいかつをしなかったし、 8人ひとからパンをもらって食たべることもしなかった。それどころか、あなたがたのだれにも負担ふたんをかけまいと、日夜にちや、労苦ろうくし努力どりょくして働はたらき続つづけた。 9それは、わたしたちにその権利けんりがないからではなく、ただわたしたちにあなたがたが見習みならうように、身みをもって模範もはんを示しめしたのである。 10また、あなたがたの所ところにいた時ときに、「働はたらこうとしない者ものは、食たべることもしてはならない」と命めいじておいた。 11ところが、聞きくところによると、あなたがたのうちのある者ものは怠惰たいだな生活せいかつを送おくり、働はたらかないで、ただいたずらに動うごきまわっているとのことである。 12こうした人々ひとびとに対たいしては、静しずかに働はたらいて自分じぶんで得えたパンを食たべるように、主しゅイエス・キリストによって命めいじまた勧すすめる。 13兄弟きょうだいたちよ。あなたがたは、たゆまずに良よい働はたらきをしなさい。 14もしこの手紙てがみにしるしたわたしたちの言葉ことばに聞きき従したがわない人ひとがあれば、そのような人ひとには注意ちゅういをして、交際こうさいしないがよい。彼かれが自みずから恥はじるようになるためである。 15しかし、彼かれを敵てきのように思おもわないで、兄弟きょうだいとして訓戒くんかいしなさい。 16どうか、平和へいわの主しゅご自身じしんが、いついかなる場合ばあいにも、あなたがたに平和へいわを与あたえて下くださるように。主しゅがあなたがた一同いちどうと共ともにおられるように。
    


    
      17ここでパウロ自身じしんが、手てずからあいさつを書かく。これは、わたしのどの手紙てがみにも書かく印しるしである。わたしは、このように書かく。 18どうか、わたしたちの主しゅイエス・キリストの恵めぐみが、あなたがた一同いちどうと共ともにあるように。
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